
■公共施設再配置計画・公共施設･寿命化計画の構成について 

（１）公共施設再配置計画の構成 

・公共施設再配置計画の基本･針 

・公共施設の･次・･次評価結果 

・施設類型ごとの基本･針 

・第１期計画期間に実施予定の再配置案 

・計画期間（第1期 第4期）のロードマップ

（２）公共施設･寿命化計画の構成（別添資料参照） 

※公共施設再配置計画の裏付け資料（公共施設再配置計画とは別冊）となる。 

（３）パブリックコメントで･すものの構成 

○公共施設再配置計画 

・公共施設再配置計画の基本･針 

・公共施設の･次・･次評価結果 

・施設類型ごとの基本･針 

・第１期計画期間に実施予定の再配置案 

・計画期間（第1期 第4期）のロードマップ

※公共施設･寿命化計画は更新や修繕等の時期や単価の設定、公共施設再配置計画におい

て実施する再配置案に連動してほぼ機械的に決定していく。また、計画の位置づけとして

は公共施設再配置計画の資料であるため、ホームページには公表するがパブリックコメ

ントは実施しない。

資料２
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公共施設長寿命化計画の構成

第1章 公共施設長寿命化計画の概要

 １． 計画策定の目的 

２． 計画の位置付け 

３． 計画期間 

４． 計画の対象施設 

５． 対象施設の健全度の把握 

第2章 長寿命化計画の検討条件

１． 管理類型と長寿命化の方針 

２． 更新時期の考え方 

３． 修繕及び改修時期の考え方 

４． 対象施設の管理類型の考え方 

第3章 今後の維持・ 更新コスト の試算条件

 １． 更新費用の設定 

２． 日常修繕の実施時期の設定 

３． 日常修繕及び大規模改修費用の設定 

第4章 ライフサイクルコスト の試算

 １． ライフサイクルコスト の試算方法 

２． ライフサイクルコスト の試算結果 

第5章 今後の取組みについて

■公共施設長寿命化計画について

・ これまで実施してきた事後保全による管理の考え方の中に、 建築後30 年未満の施設につ

いて予防保全による管理の考え方を導入し、 公共施設を計画的に保全することで施設の長

寿命化を目指す計画となる。  

・ 公共施設長寿命化計画基礎資料は、 建築後30 年以上のものは事後保全による管理、 建築

後 30 年未満のものは予防保全による管理の考え方を取り入れ、 現時点での施設の棟別の

修繕時期と対策費用を試算した資料である。 計画期間の最初の5年間は実効性があるもの

とし、 6 年目以降については公共施設長寿命化計画の更新および修繕・ 改修のサイクルに

沿って試算している。  

・ 公共施設長寿命化計画については、公共施設再配置計画と連動して見直しを実施していく 。 
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